
高
梁
（
岡
山
県
）

　

中
津
川
商
工
会
議
所
は
昨
年
11
月

４
日
、
中
津
川
市
内
で
女
性
会
の
設
立

総
会
を
開
催
し
た
。
会
員
数
は
70
人

で
、
初
代
会
長
に
は
地
元
で
明
治
か
ら

和
菓
子
店
を
営
む
松
月
堂
の
取
締
役
・

吉
村
和
子
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

総
会
に
は
、
会
員
や
来
賓
な
ど
、
総

勢
90
人
が
出
席
。
吉
村
会
長
は
冒
頭

で
「
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
緊
密

に
し
、
中
津
川
の
商
工
業
発
展
と
地
域

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
懸
命

に
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
中

津
川
商
工
会
議
所
の
丸
山
輝
城
会
頭

も
「
待
望
の
女
性
会
が
発
足
し
、
と

て
も
う
れ
し
い
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

同
所
で
は
平
成
20
年
か
ら
、
来
街

者
へ
の
お
も
て
な
し
事
業
の
一
環
と
し

て
地
域
の
〝
花
飾
り
運
動
〟
を
推
進

し
よ
う
と
、
商
店
街
の
お
か
み
さ
ん
を

中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
、
中
山
道
三
宿
と
い
わ
れ
る
、
中

津
川
・
落
合
・
馬
籠
地
域
の
連
携
へ
と

発
展
し
、
今
年
度
の
女
性
会
設
立
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

同
女
性
会
は
今
年
度
の
事
業
計
画

と
し
て
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
一
部

を
活
用
し
た
「
ま
ち
な
か
女
性
交
流

サ
ロ
ン
（
仮
称
）」
の
運
営
や
、
３
宿

場
連
携
に
よ
る
花
飾
り
運
動
の
実
施

な
ど
を
決
定
。
会
報
の
発
行
、
研
修

県
内
10
番
目
の
女
性
会
誕
生

中
心
市
街
地
活
性
化
へ
貢
献
誓
う

中
津
川
（
岐
阜
県
）

▲あいさつに立った吉村和子初代会長。商工
会議所との連携と、今後の女性会活動への意
欲を語った

▲〝リニアのまち〟をアピールするべく誕生した、中津川商工会議所推奨キャ
ラクター「くりニアくん」もお祝いに駆け付けた
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「女性ならではのアイデア」を形にしながら
鳥取発の地域ブランド創出を目指す
ブリリアントアソシエイツ株式会社　代表取締役　福嶋 登美子

北
欧
視
察
が
起
業
の
ヒ
ン
ト
に

　

専
業
主
婦
だ
っ
た
私
の
最
初
の
転
機

は
、
夫
が
家
業
の
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
会

社
を
継
ぎ
、
社
長
に
就
任
し
た
平
成

10
年
の
こ
と
で
し
た
。
夫
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
べ
く
総
務
部
長
を
引
き
受
け
た
私

は
、
女
性
の
感
性
を
生
か
し
、
ス
テ
ン

レ
ス
加
工
の
付
加
価
値
を「
メ
タ
ル
ア
ー

ト
」
と
い
う
オ
ブ
ジ
ェ
制
作
に
結
び
付

け
よ
う
と
、
新
商
品
開
発
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
事
業
は
大
成
功
し
、

大
手
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
会
社
や
著
名
な
華

道
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
発
展
。

自
社
事
業
の
建
築
業
界
か
ら
新
分
野
へ

の
進
出
を
、
大
き
く
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
鳥
取
県
の
男

女
共
同
参
画
推
進
課
に
よ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
視
察
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

国
会
議
員
、
そ
し
て
大
臣
の
半
数
が
女

性
と
い
う
こ
の
国
で
は
、
女
性
の
社
会

進
出
は
当
た
り
前
。
非
常
に
刺
激
を
受

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

視
察
に
際
し
て
知
っ
た
、
地
元
・
鳥
取

県
内
の
女
性
の
就
業
率
の
高
さ
に
も
驚

き
ま
し
た
。
当
時
、
鳥
取
女
性
の
就
業

率
は
全
国
で
２
、３
位
と
、
素
晴
ら
し
い

数
字
。
で
も
、そ
ん
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、

彼
女
た
ち
が
心
か
ら
癒
や
さ
れ
る
場
所

も
充
実
し
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
非

日
常
的
な
空
間
で
「
美
と
健
康
に
特

化
し
た
癒
や
し
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供

す
れ
ば
、
多
く
の
働
く
女
性
を
応
援
で

き
る
の
で
は
―
―
。
視
察
を
通
し
て
国

内
外
の
現
状
に
触
れ
た
私
は
、
平
成
16

年
に
起
業
。
山
陰
地
方
初
の
、
高
級
ホ

テ
ル
併
設
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
開
設
し
た
の
で
す
。

「
想
い
を
形
に
し
た
い
」
と

観
光
と
食
分
野
へ
も
進
出

　

サ
ロ
ン
は
順
調
に
売
上
を
伸
ば
し
、

現
在
で
は
２
軒
が
営
業
中
で
す
が
、
そ

の
後
も
私
の
事
業
に
大
き
な
転
換
期
が

訪
れ
ま
し
た
。
起
業
か
ら
２
年
後
の
平

成
18
年
、
観
光
地
と
し
て
人
気
が
高
ま

る
鳥
取
市
の
賀か

露ろ

港こ
う

に
、
市
場
料
理
の

店
を
開
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
美
」「
健
康
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
「
地

域
資
源
」
と
「
食
」
が
加
わ
り
、
私
た

ち
の
事
業
は
鳥
取
の
食
文
化
の
発
信
へ

と
広
が
り
ま
し
た
。

　

も
っ
と
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
私
の
〝
想
い
〟
は
さ
ら
に
「
漫

画
」「
観
光
」「
文
化
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
結
び
付
け
た
「
鳥
取
発
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
創
出
」
へ
と
動
き
出
し
ま
す
。
平

成
23
年
に
は
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
少
女
漫
画
を
切
り
口
に
「
貴
婦
人

に
な
れ
る
ま
ち『
鳥
取
』」を
提
案
。『
と
っ

と
り
山
の
手
物
語
』
と
い
う
架
空
の
物

語
を
生
み
出
し
、
か
わ
い
ら
し
い
４
姉

妹
や
白
亜
の
洋
館
で
働
く
白
う
さ
ぎ
、

と
い
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
連
動
さ
せ

た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
現

す
る
三
輪
自
転
車
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た

観
光
コ
ー
ス
巡
り
（
春
夏
限
定
）
は
、

貴
婦
人
の
衣
装
で
鳥
取
観
光
を
楽
し
め

る
と
、
女
性
客
に
大
好
評
。
鳥
取
空
港

を
起
点
に
、
当
社
運
営
の
食
や
ア
ー
ト

に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
周
遊
バ

ス
「
貴
婦
人
号
」
も
運
行
中
で
す
。

　

昨
年
、
10
周
年
事
業
と
し
て
開
発
に

取
り
組
ん
だ
食
品
「
華
貴
婦
人
の
ピ
ン

ク
華
麗
」（
野
菜
の
ビ
ー
ツ
で
色
付
け

し
た
ピ
ン
ク
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
）
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
強
み
で
あ
る
「
発
想
の
転
換
」

を
武
器
に
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
商
品

の
開
発
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
通
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
を

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成16年創業
ビューティーサロンの運営、地域資源を生か
した観光と食のプロデュース業など

ブリリアントアソシエイツ株式会社
（鳥取市）

情熱　ぴーぷる

会
の
開
催
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
あ
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

記
念
講
演
で
は
、
大
阪
の
道
頓
堀
で

約
60
年
親
し
ま
れ
た
飲
食
店
「
大
阪

名
物
食
い
だ
お
れ
」
の
元
お
か
み
・
柿

木
道
子
氏
が
登
壇
。
軽
妙
な
語
り
口

で
、
繁
盛
店
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
数
々
が
披
露
さ
れ
た
。

漫画を切り口に、愛する鳥取の「食」「文化」「観光」を発信
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高
梁
商
工
会
議
所
女
性
会
は
昨
年
12

月
10
日
、
高
梁
市
内
で
現
在
も
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
市

名
物
の
〝
高
梁
紅
茶
〟
や
名
菓
を
集
め

た
「
備
中
高
梁
ぶ
ら
ん
ど
」
の
詰
め
合

わ
せ
を
15
世
帯
に
寄
贈
し
た
。
同
事
業

は
震
災
の
直
後
、
同
女
性
会
が
被
災
地

へ
義
援
金
を
送
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

震
災
避
難
者
に
特
産
品
の
贈
り
物

温
か
な
交
流
４
年
目

に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
。

高
梁
産
の
お

い
し
い
も
の

を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と

で
、
慣
れ
な
い
土
地
で
避
難
生
活
を
送

る
被
災
者
に
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
、
平
成
23
年
か
ら
寄
贈

を
続
け
て
い
る
。

　

当
日
は
、
同
女
性
会
の
三
村
百
合
子

会
長
と
津つ

野の

邊べ

金か
ね

代よ

副
会
長
が
市
役
所

を
訪
れ
、
担
当
者
を
通
し
て
贈
呈
。
三

村
会
長
は
「
例
年
、
受
け
取
っ
た
被
災

者
の
皆
さ
ん
か
ら
『
避
難
生
活
の
励
み

に
な
る
』『
温
か
な
心
遣
い
が
う
れ
し
い
』

な
ど
の
礼
状
が
届
い
て
い
る
。
震
災
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
活
動
を
で
き
る
限
り
継
続
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ

た
。

▶高梁市役所で担当者を通して「備中高梁ぶらんど」の詰め合わせを寄
贈する三村百合子会長（右）と津野邊金代副会長

避難世帯には、高梁特産のユズ
やピオーネを使った菓子、苦みが
少なくマイルドな味わいが人気の
〝高梁紅茶〟が贈られた

女 性 会ク ロ ー ズ
ア ッ プ


